
       
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度、永田みなみ台地区社会福祉協議会の会長に就任いたしました。 

私は 25 年間事務局長を務め、2 年間の休息を経て会長として戻ってまいりました。 

当地区社協は、民生委員、UR、ケアプラザ、区役所や各団体と連携し、より良いまちづくりを目指し

て活動しています。 
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地区社協会長交代のお知らせ 

新会長 

佐藤明美 

高齢化が進む今、私たちの目標は です。お互い様の気持

ちでゆるやかに見守り合える、温かな地域づくりを大切にしたいと考えています。 

この地区には皆さんが気軽に集える場があり、商店街にはお茶を飲みながら交流で

きる もあります。地域の情報を得たり、仲間づくりをしたりできる

場としてさらに盛り上げてまいりますので、ぜひお気軽にお立ち寄りください。 

今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。（佐藤） 

12 年 6 ヶ月に渡り「地区社協」の事業に取り組んできました。中でも見守り隊 

立ち上げ当初は、隊員もまだ若く、様々な要望に応えてきましたが 10 年以上を過

ぎ、隊員の高齢化もあり、出来ることが限られてきています。 

これからは、新しい会長の元、地域のあり方を考えていかなければなりません。

それには、住民の方々の理解と協力がかかせなくなります。あたたかい地域づくり

に皆様のご協力をお願い致します。私を支えてくださった方々に厚くお礼を申し上

げます。（加藤） 
前会長 

加藤倫子 

見守り隊からのお知らせ 
平成２２年に発足した見守り隊では、日頃のちょっとした困りごとのお手伝い（支えあい活動）や、

地域での見守り活動をおこなってきました。南永田団地が高齢化しているという状況を踏まえ、 

今後は“ゆるやかな見守り”によって「見守りあえる永田みなみ台地区」の風土づくりに取組みます。 

꾅散歩のついでに、近所の様子をさりげなく気にかける 

꾅「お変わりないかな」とそっと見守る 

꾅会ったときに「こんにちは」と挨拶や声をかける 

直接お話しをしなくても、こうした積み重ねが温か

な見守りの輪を広げます。 

곒곓곔곕 곒곓곔곕 
  地域のみんなでお互いを気にかけ合い、困ったとき

に助け合うこと。それが「見守り」です。同じ目線で、

無理なく、さりげなく。そんな「ちょうどいい距離感」

で想い合うことが安心につながります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

冬季五輪「りくりゅう」ペアの活躍に感動しました。ショー

トプログラムのミスを乗り越えて、お互いにサポートしあうこ

とで金メダルに繋がりました。 

今回の は地域のサポート役として民児協、社協の

担当を紹介しています。私達が活動していくためには、地域の

皆様のサポートも必要です。皆様と声をかけあって歩みたいと

思います。 

令和 7 年 12 月、民生委員・児童委員、主任児童委員の一斉改選がありました。 

1 街区 1～２号棟 

伊東 由和 

1 街区 3 号棟 

香西 玲子（会長  

1 街区 5～7 号棟 

ダイアパレス 

宮本 美智子 

2 街区 1～5 号棟 

磯部 まゆみ 

2 街区 6～9 号棟 

本田 みつ（副会長） 

主任児童委員 

加藤 桃子 

2 街区 10・11 号棟 

3 街区 1～8 号棟 

小林 忠広 

★広報編集委員★ 

・佐藤 ・青柳 

・荒木田・石塚 

・伊東 ・猪股 

・南区社協 

・永田地域ケアプラザ 

 ご高齢や障がいなどで見守りやお困り

事の相談がありましたら、担当地区の民

生委員にお声がけください。相談内容に

よって、ケアプラザや区役所等におつな

ぎします。 

南区の高齢化率（65 歳以上の人口の

割合）約 26％が、永田みなみ台地区は

約 48％です。 

「向こう三軒両どなり」 

「遠くの親戚より近くの他人」 

みんなの 支えあえる

永田みなみ台地区にしたいですね。 

（会長 香西） 


